
 

市民意識調査による見直し優先度について 

 

平成２５年度から２７年度までの市民意識調査結果の重要度・満足度について、偏差値を

用いて分析し、下記のとおり、基本方針別に見直しの優先度をＡ～Ｄまで区分けした。 

 
＜グラフによる分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆見直し優先度が「Ａ」の基本方針 

基本方向（基本方針数） 基本方針 

「人」が輝くまちへ 

（10） 

・ 児童・生徒の支援体制の充実 

・ 青少年の健全育成 

「安心」が得られるまちへ 

（16） 

・ 就学前教育・保育の充実 

・ 放課後児童対策の充実 

・ 地域ぐるみの子ども・子育て支援 

・ あんしんできる高齢期の生活への支援 

・ 災害に強いまちづくり 

・ 犯罪のないまちづくり 

「心地よさ」が感じられる 

まちへ 

（14） 

・ 快適な道路の整備 

・ 安全・安心な道路空間の構築 

・ 公共交通体系の充実 

・ バリアのないまちづくり 

「活気」があふれるまちへ（12） （該当なし） 

行財政マネジメント（3） ・ 職員力の向上 

A： 重要度に見合った

満足度が得られて

いない（重要度平均

値以上） 

B： 重要度に見合った

満足度が得られて

いない（重要度平均

値以下） 

C： 重要度に見合った

満足度が得られて

いる（概ね重要度 

と満足度がバラン

スしている） 

D： 重要度に見合う以

上の満足度が得ら

れている 

C 

D 

重要度が平均値よりも高く、かつ、

重要度に見合った満足度が得られて

いない領域 
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低い 

満足度 

高い 

重要度 

低い 
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